
 

～ 中東・リビアでの経験から ～ 
 

日 時 ：  ２００８年９月１３日（土） 午後２：００ ～ 午後４：３０ 

会 場 ：  神戸山手大学 ３号館 １階 １１１教室  

〒650-0004 神戸市中央区中山手通 6-5-2 TEL：078-371-8000 

JR･阪神元町駅北に徒歩 10 分、神戸市営地下鉄「県庁前」駅北へ徒歩 5分 

参加費 ： 無 料     定員 ： ５０名 

 

＊＊ プログラム ＊＊ 

基調講演 ：  テーマ 「企業人と国際交流～中東・リビアでの経験から」  

新居 哲  
（日本リビア友好協会副理事長、（株）I. S. I..元社長、神戸製鋼 OB）  

 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ ：   小河原 銑二 （株式会社神戸製鋼所 元専務取締役、ｵｰｽﾄﾗﾘｱ駐在経験） 

ｺﾒﾝﾃｰﾀｰ ：   川端 皓孔   （神戸熱供給株式会社 代表取締役社長、リビア駐在経験） 

 

パネルディスカッション・質疑応答 ： 新居哲、小河原銑二、川端皓孔 

 
 

                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      リビア： トリポリの町と地中海                ※神戸まちづくり六甲アイランド基金助成事業 

～ お問合せ・お申込み ～  

○神戸学生青年センター ： TEL：０７８－８５１－２７６０、FAX：０７８－８２１－５８７８ 

○多文化と共生社会を育むワークショップ （山地久美子） ： E-mail: tabunkakyouseiws@yahoo.co.jp 
 

主催 ： 多文化と共生社会を育むWS・神戸山手大学・神戸学生青年センター 

協力 ： NPO 法人神戸まちづくり研究所、FM わぃわぃ    後援 ： 神戸新聞社 

[講演〕地下資源の乏しい日本が現状の繁栄を維持していくため

には、積極的な国際交流を展開し、日本人が保有する美徳と技

術ノウハウを生かし、相手国の人たちとの信頼関係を築きなが

ら、共栄の道を見つけ出すこと。それには、尊敬し理解し共感し

合う人間同士の関係を築くことが重要である。欧米とアジアとの

地政学的中間位置にあり、エネルギー資源の宝庫でもある中

東、そしてリビアでの経験から、相手国の人たちとの共栄の見出

し方を述べると共に、その基になる多文化共生社会を育む重要

性についてメッセージをお伝えしたい。 


